年間第25主日・Ｂ年・2009年9月20日・高槻教会・午前9時半・子供のミサ
説教
①　今日は、劇があります。その劇は天国と地獄についての違いということです。難しい？劇を見てください。
②　ある人は（チンさんという人）部屋に入ります。その部屋に大勢の人たちがいます。部屋の真ん中に御馳走があって、大勢の人たちがその御馳走を囲んでいます。一人ひとりが長いお箸を持って食べてみますが、お箸が長いので、食べ物を自分の口に入れるのは無理なので、みんな悲しい顔をしています。それは地獄です。一人ひとりが自分のことだけを考えるという状態です。

③　チンさんが隣の部屋に入ります。まったく同じ大勢の人たちが部屋の真ん中にある御馳走を囲んでいます。それから一人ひとりが第一の部屋の人たちと同じように長いお箸を持っています。けれども、珍しいことに、皆喜んでいるようみえます。何故かと言うと、食べ物を自分の口に入れることではなくて、お箸を使って食べ物をお互いに前の人の口に入れるという訳です。それは天国です。
④　わかりましたか？自分のことだけを考えることではなく、相手のことを考えれば、もっと嬉しくなるということです。
⑤　今日は「敬老の日」をお祝いします。おじいさん・おばあさんを大事にしましょう。そして互いに大事にしましょう。
「敬老の日」に関して一言。ゆるしてくれる？

⑥　ルドルフ・シュタイナーという思想家が人生を三つの時期にわけます。①若い頃は「肉体」の時期、②熟年期、壮年期は「心」の時期、③老年は、霊的なもの、精神的なものにすべてが集中していくと言っています。なるほど、と思いました。年をとり、平穏な環境で生きるようになり、もっと温厚な人に、もっとゆるすことのできる人に、もっと愛することのできる人になることができるのではないかと考えられます。
⑦　私たちは、生活を送るにあたり多くの仮面をかぶり、多くの仮面を被らせられるのではないでしょうか。老年の人はもう多くの仮面をかぶらなくなり、もっと透明な人間になります。誰でもだれにも話すことができない秘密を隠していると遠藤周作は言っています。けれども、わたしの考えで老年の人は秘密を隠しても霊的なもの、精神的なものにすべてが集中していくので、もっと自然に上から出た知恵を生きるのではないかと思われます。老年の人はいつも上から出た知恵を生きるモデルでありますように。
私たちがいつも子供や老年の人を大事にすることができますように。
